
て
お
ら
在
い
さ
、
選
挙
権
一
同
選
翠
人
が
、
や
む
を
得
一

六
月
十
二
日
か
ら
七
月
一

一

同
閉
山
容
所
一
が
あ
っ
て
も
投
票
す
る
こ
一
在
い
用
務
、
ま
た
は
事
一

七
日
ま
で

一

気

象

の

間

合

一

E

O

剛
一
さ
が
E
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
故
の
た
め
市
外
に

仏

政

行

一

同

不

利

者

投

票

の

訴

求

場

一

一

所
一
…
役
川
日
一
乙
の
期
間
中
に
名
簿
武
口
議
一
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ

一

所

一

は

三

百

番

へ

一

梅

雨

時

に

在

る

え

自

動

行
刷
市
茨
つ
一
の
有
無
を
、
臨
め
て
く
江
一
る
ぺ
き
三
三
。
一
大
村
甘
選
皐
管
理
毒
員
一
長
奇
毎
洋
気
象
台
大
村

日

一

一

車

は

見

透

し
が
謡
く
、
人

弗

r
f一
さ

い

。

一

川

口選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
一
会
事
務
局
ハ
市
役
所
正
一
量
刑
報
所
陀
六
月

一
日
か

一川
附
守

一
時
に
一
日
山
一
M
M
1れ
れ
町
一
一
一
…
一
一
も
を
ど
で
目
を
さ
え
ぎ

劃

犬

同

一

技

票

所

入

場
券
一

M
刊
し
れ
は

γ
げ
れ
れ
一

U
1四
十

に

際

し

F
h
m日
間
勺
ぎ
が

τハ月
一一
一
十
日
ま
?
在
一
部
沼
は
こ
ぞ
っ
て
組
合
を
一
軒
ペ
ド
即
日
U
v
u
問

1
1
1』一
家
な
い
と
き
は
す
ぐ
一
行
が
著
し
く
困
難
で
と
て
は
一
定
様
式
の
証
明
書
一
気
象
の
問
令
せ

に
も
憾
じ
一
わ
ぷ
…

μド
ロ

山

両

目

配

昨

い

吋

一

動

車

を

運

転

す

る

入

は

参
議
院
選
挙
が
近
づ
3
ま

し

た

一

御
連
絡
《
だ
さ
い

一

れ

れ

仁

仁

川

mリ
一
抑
制
民
ド
理
委
員
会
一
日
パ
マ
御
利
用
く
だ
耳
切
ょ
え
お
願
い
し

一町

厨

の
御
協
ん
を
箆

ね

一

汗

前

げ

ず

れ

れ

、

一

投

票

所

入

場

味

は

、

六

尽

一

ま
せ
ん
d

一
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
一
ハ
大
村
雨
量
通
報
一也

一

一

て

お

闘

い

し

ま

す

。

一起
3
な
い
よ
う
吃
致
し
ま

現

補

充

選

挙

人

名

簿

聾

録

申

誘

期

間

一

川

品

目

立

眠

時

比

一

件

時

投

票

の

で

き

る

一

ぃ
。(選
挙
管
理
委
員
会
J

一水
害
旗
防
は
万
全
に

吾

川

訪

問

汁

一

ハ

税

務

課

)

一

し

よ

う

。

ハ

犬

村

警

察

署

J

い
よ

f
k
参
議
院
議
員
の
遇
常
選
挙
が
、
七
月
八
日
行
わ
れ
る
こ
一
手
元
に
は
、
お
そ
く
主
も
一
1
=
H
E
H
E
H
E
H
E
H
"
g
i
g
U
E
M
E
n
RH
E
H
E
n
t
-
5
H
5
H
z
f
i
-
-
g
H
E
H
E
H
p
h
z
H
E
H
E
H
E
H
2
1
5日立
M
U
z
-
-
dH
E
N
-
J

ト

一

日

川

口

計

靴
下

記

誌

が

取

れ

れ

計

制

詰

れ

は

古

川

肘

い

リ

沼

口

一

母

子

福

祉

資

金

の

貸

付

一
日
開
話
し
て
い
友
一
竹
内
わ
し
お
れ
比
一
-
一
へ
日

J
…
目
下
地
一
お
一
日
間
王
十
五
名
ハ

同

一
日
叫
…
…
…
一
オ
一
一
…
…

p
d
M
4
M
M
M日
一
一
J

一
計
一
一
一
川
一
昨
間
町
一
日
以
一

6
月

ω日
ま

て
母
と
親
の
な
い
手
ヘ

一日

仰

は

お

一九十一一
ょ
一
ム
恥
幻
削
船
児
童
。
一
昨
日
一
刊
日
模
純
一
@
肝
ば
ド
川
、

「

…
格
の
で
き
た
人
友
引
を
按
放
す
る
た
め
巴
選
挙
が
あ
る
度
に
調
製
一
頃
ま
で
に
入
場
祭
主
一
唱
何
三
十
一
年
度
第
一
共
一
む
、
以
下
同
じ
ゾ
を
し
一
①
父
母
ハ
養
父
母
を
含
む

一①
生
業
資
金
②
支
度
資
金
一

A
T
工

場

十

(

一

カ
岡
崎

ぎ

れ

る

名

簿

ポ

一

、

す

@

一

陀

来

一

月

い

人

は

一

臨

時

重

二

の

母

子

一

団

祉

資

金

丹

貸

付

一

て

な

い

者
。

一

以

下

同

%

:

死

別

し

一

(

父

母

。
は
い
刊
笠
も
合
一
@
募
集
へ
員
一
一
一
f
h
J
J
@
賃
金
一機一
繍

-九
千
ベ
百

来
た
る
七
月
べ
日
巴
行
わ
一
請
書
裏
の
己
売
事
項
を
一
A
U

申
請
期
間
・
:
六
月
十
九
一
人
名
荷

。
登

録

も

れ

と

思

-

一

・

一

党

児

童

一

む

ゾ

③

技

官
f
t
4資
金
長
一
年
一
一
月
中
挙
卒
i
f

一
円
(
可
食
費
一
日
三
十

民

現

時

制

判

一

②

主

計

五

百

叫

ん

軒

一

誌

2rk泣い
い

日

間

一

期

一

⑨
川

市

立

山

一

②
立
川
町
時
明
ら
一
一
点
引
目
的

M
A
M
M
d
一

@

詳

し

川

十

一

山

一@
持
)
六
月
一
一

γ
七

人
名
簿
は
、

T
む
ね
弐
一
県
議
申
請
を
し
な
い
と
一
て
は
六
月
二
十
四
日
ま
一
理
委
員
会
ま
た
は
出
張
所
一3
ぃ

。

一

③

配

偶

者
。
生
死
が
明
ら
一
③
父
母
か
ら
透
棄
さ
れ
v

一

J
児
主
を
含
む
)
⑦
修
一

V

一
日
(
赴
任
七
月
末
J

の
要
慨
に
上
め

調

昆

い

た

一

登

燥

さ

れ

ま

せ

ん

。

一

さ

一

へ

巾

出

て

く

だ

よ

ロ

一

会

見

寸

つ

対

象

一

3
な

い

女

子
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一

い

る

児
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一

業

資
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空

間
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営
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崎

直

品
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)

鮎
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制

一

A
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日
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け

れ

ば

な

一

ム

詰

十

時

時

一

京

在

者

投

票

は

一

民

主

詔

一

⑨

建

立

棄

さ

れ

一

④

以

刊

M
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品

一

ム

詩

情

六

月

三
十

一

日

出

句

千

三

J
海
水
浴
場
責
底

時

四

川

口

一

一

旦

叩

紅

白

ム

与

野

期

間

六
月
一
一
十
一
川
開
山
間
跡
内

耳

打

川

口

町

五

夜

明

日

附

設

す

れ

れ

計

百

四

一ム
仙
刊
行
川

f
M出
一

d
l
h
M
d一玖
昨

日

時

計

器

一

一

出

世

間

山

弔

問

「

引

い

U
U一
一

一

一

位

仲

間

倒

的

一

品

開

日

記

一

⑨
料

一

一

一

九

日

一

問

出

直

出

い

晴

明

示

比

一

E
十
名

ハ一

一

昨

…

…

…

一

四

だ
よ
ロ

一

現

在

;

引

続
き
一
一二

委
員
会
事
傍
局
一
う
な
事
由

2
つ
℃
、
笠
宮
偶
者
へ
婚
姻
D
届
出
一
ば
身
体
。
障
害
に
よ
り
一
(
喝

)

脳

炎

一

注

射

三

食

診

一

日

お

れ

一

一

月

以

一

m
Zへ
巾

山

て

く

?

、
各
凶
張
所
に
提
出
一
カ
月
以

h
犬
村
市
に
住
と
、
楠
市
選
挙
人
名
簿
一
雪
当
日
投
票
所
に
行
つ
を
と
ほ
い
が
、
事
実
K
一
長
期
に
亘

っ
て
努
働
能一

L

{

一

?

一

U
0
2詳
細
は
抽
銭
心

さ
れ
る
場
合
は
、
六
月
三
所
を
有
す
る
者
ベ
昭
和

の
登
燥
巾
調
期
間
中
会
内
一
て
投
票
同
」
き
な
い
と
き
は
噂
畑
関
啄
?
と
司
長
。
事
一
り
を
失
っ
て
い
る
比
子
一

6
月

刊

日

l
m
a

一
@
主
'A

日
六
月
十
九
日

一得
詩
三
刊
紙
し
て
あ
り
ま

け

は

守

に

提

出

し

て

一

註

昨

日

日

間

刊

誌

主

主

一

け

れ

ね

す

る

こ

主

が

日

目

立

的

い

一

⑦

間

四

日

誌

軒

一

信

訪

問

恥

一

時

立

川

上

打

一

@

品

川

い

山

訂

正

一…

…

三

持

立

そ
っ
後
ば
還
挙
管
理
香
員
一
し
住
所
を
有
す
る
者
J

お
よ
び
川
張
所
で
、
咋
年
一
ド
不
在
者
投
票
の
事
由
モ
女
子
で
あ
っ
て
現
に
一
れ
て
い
る
た
め
、
そ

の
一
炎
並
び
に
馬
の
伝
染
性
貧
一
数
料
百
円
、
証
明
書
一
一

υ
但
し
二

一月
札
一
一
五

一業
団
は
次
〉
と
お
り
。

会
の
事
場
周
に
直
接
提
出

一
で
現
在
有
効
な
選
挙
人
九
月
十
丘
日
現
住
調
説
。
一
川
選
挙
人
が
市
外
に
お
い
噌
矧
《
婚
姻
D
周
廿
を
一
扶
養
を
受
け
る
子
と
が
一
血
の
検
診
、
予
防
注
射
を
一
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第
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ェ
、
投
票
区
域
の
変
更
に
な
っ
た
地
域

こ
の
一
一
果
わ
た
し
が
政
治
を
す
る
心

昭和 31年 6月10日

て
新
た
に
噌
設
さ
れ
た
投
票
区

第|投。
十

円

投

禦
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徴 社|投

開

市11 1111 

名

一一
上
杭
問
津
、
下
杭
問
津
、
昭
和
調
、
社
同
町

一
四
小
路
‘
新
城
.
杭
出
湾
一一一
区
、
四
国
.
松
山
郷

ぐー)

禁

区

票

所

直

域

'堂

グ危
険
グ

パ
ラ
チ
オ
ン
剤
に
注
意

水
稲
荷
代
防
除
の
た
め
各
地
区
で
「
バ
ラ
ナ
オ
シ
剤
」

の
撒
布
が
始
ま
め
ま
す
。
撒
布
苗
代
闘
に
は
赤
旗
ハ
布
)
が
立
て
a
h

あ
り
ま
す

の
で
各
自
ハ
特
花
子
供
さ
ん
は
〉
注
意
し
て
く
犯
さ
い
。

ハ
経
済
課
〉

6
月

ω臼
ま
て
お
忘
れ
な
く

気
を
つ
け
よ
~フ

固

定

資

産

税

第

二

期

分

和
寄

備

考



知
事
の
許
可
左
受
け
る
と

婚
の
男
子

で

、

現

宮

民

一

一

事

と
し
て
協
力
せ
ね
ば
左

と
に
な
っ

て
お
り
、
之
の
一
業
に
縫
事
し
て

ρ
る

一

一

一

一

ら
左
い
。

差
当

り
最
も
簡

許
可
事
務
は
地
区
駐
在
の
一
一
一
一男
で
、
特
陀
扶
養
義
一

一便
な
方
法
三
し
て
は
、
一

体
晶
表
岨
営
指
導
員
ポ
ギ
年
一
務
を
負
わ
友
い
青
年
。
一
寒
い
?と一百円
J

吃
い
る
同
に

一
う
り

の
わ
い
て
い
る
所
よ
一

二
週
間
K

一
度
位
は
必
歩

三
月
末
日
ま
で
臨
一時
的
に
一
②
プ
ラ
グ
ル

吃
永
住
の
目

十早
や
守
ミ
在
・
り
、

夏
に
な
一
家
ハ艇が
少
く
汲
取
り
の
かん

一石
油
在
ど
の
油
開
を
使
章

一取
扱
う
V
)

と
を
、
既
に
本
一
的
で
渡
航
す
る
こ
と

一
っ
て
来
ま
し
た
。
人
叩
ム
ハ
問
の
長
い
所
や
、
便
琵
が
…や
汚
水
滑
り
に
投
入
す
れ

一年
二
月
十
日
付
本
紙
ヒ
-で
一A
就
業
僚
件

一
が
花
切に浮
か
れ
る
よ
う
に

一
大
き
く
て
汲
収
り
期
閣
の

、ば
手
易
く
、
し
か
も
経
済

一対
切
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
一
①
給
料
は
移
住
者
の
間
世
一虫
け
ら
も
各
眠
か
ら
さ
め

一長
い
所
止
、
南
向
き
の
暖
-
的
陀
効
巣
が
あ
る
の
で
は

一
粉
(
吹
田
主
主
句
吃
二
匁
一
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の

一今
後
も
引
続
合
取
扱
う
こ
一
き
れ
る
地
方
の一

般
良
一
て
、
水
仰
り
や
墓

地

の
一
い
筒
附
が
最
も
目
立
ち
h
l

一
応
い
で
し
ょ
う
か。

市
役

情
一
塁
側
一
課
防
心
得

一
を
少
量
の
だ
と
か
し
一
ま
h

で
の

43か
み
は

一?
と
疋
な
り
ま
し
た

2
、
一
業
原
傭
賃
金
に
準
じ
て
一
蚊
の
根
似
、
時
フ
ふ
ら
の
一便
琵
の
問
問
を
コン

ク
リ
一昨げ
の
防
護
木
剤
は
実
に
効

A
手
洗
い

の
励

行

一

た
も
の
J

で
消
毒
す
ろ

一

絶
対
肥
し
た
い
上
う
、

一野
鳥
一
飼
っ
飼
き
は
一
必
や
許
一
支
払
わ
れ
る
。

十発
主
、
便
所
ほ
ど
っ

ハヱ

一
l
ト
で
ぬ

っ
て
な
い
所、と

一き
日
が
あ
る
。
ま
た
、
基

主
加
の
汚
染
が
主
要
在
一

三
・と
o

一

特
に
一衛
生
的
に
処
理
す

~す
ぞ
受
け
て
く
だ
き
い
。

一②
住
居
は
鹿
主
が
無
料
で
一
の
棋
似
、

う
じ
虫
の
発
生

一汲
取
口
附
近

に
椛
片
や
石

一地
の
蚊

ο発
生
源
も
お
互

陣
染
経
過
で
あ
る
の
で
一
AQ
流
れ
川
乃
水
の
使
帯
吃
一
る
こ
と。

一
在
ぉ
、
大
付
忠
明
。
休
業
…

与
え
る

。

一

等

々

、

師

に

蚊

K
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